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一般社団法人 日本化学工業協会


協会の活動を体系的にまとめた初めての報告書

「日化協 アニュアルレポート2013」刊行のご案内
“環境・安全・健康”における業界の実績をまとめた「資料編」も作成

拝　啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、一般社団法人日本化学工業協会（以下、日化協）ではこのほど初めて、協会の年間の活動を簡潔に紹介した報告書『日化協 アニュアルレポート2013』（A4版、28㌻）を発行しました。

化学産業は、様々な素材や技術を開発し、多くの産業に供給することを通じて社会に貢献しているだけではなく、地球環境問題の解決や化学物質の安全性の確保など持続可能な社会の構築に向け、国内外で様々な取組みを進めています。一方、化学物質の安全性に関する社会的関心が高まり、各国の規制強化などを受け、化学物質を扱う化学産業に課された使命や果たすべき役割は益々重要になってきています。このようななか日化協では、化学産業の活動の情報発信を強化し、より多くの人に日化協、ならびに化学産業の取組みを理解してもらうため、日化協の活動を体系的にまとめ、『日化協 アニュアルレポート2013』として初めて発行しました。
特集の「時代を支えてきた化学」では、化学技術の進化の歴史と化学産業が担ってきた役割を紹介、また日化協の年間活動については、「レスポンシブル・ケア」のほか「安全・環境」、「技術・人材の育成」、「社会への発信」に分け、それぞれの具体的な取組み活動について紹介しています。
また、本冊子の発行に合わせ、レポートを補完する資料として『日化協 アニュアルレポート 2013資料編』（PDFデータ版、24㌻）も作成し、日化協のウェブサイトに公開しました。従来「レスポンシブル・ケア報告書」で紹介していた化学産業（会員）の環境保全、労働安全衛生、物流安全、化学品・製品安全、マネジメントシステム、社会との対話といった実績をデータとしてまとめて報告しています。
つきましては、本レポートを1部送付させて頂きますので、日化協の活動ついて是非とも皆様方にご理解頂ければと存じます。何卒、宜しくお願い申し上げます。

敬具

※内容につきましては協会ウェブサイト（http://www.nikkakyo.org/）の「協会について」＞「アニュアルレポート」に掲載しております。
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